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（1）地盤から決まる杭の極限支持力の特性値
　　Ru=qdA+UΣLiｆi（kN）
 ここに、qd  ： 杭先端の極限支持力度の特性値（kN/m2）
    砂　　　qd=220N（≦11,000）
    砂れき　qd=250N（≦12,500）
    ここに、N：標準貫入試験のN値
    　　　　 （杭体先端から杭径の3倍下方までの範囲の平均値）
  A ： 杭先端面積（m2）
  U ： 杭の周長（m）
  Li ： 周面摩擦力を考慮する層の層厚（m）
   ｆi ： 周面摩擦力を考慮する層の最大周面摩擦力度の特性値（kN/m2）
    砂質土　ｆi=2N（≦100） 
    粘性土　ｆi=0.8c又は4N（≦70）
    ここに、c：粘着力（kN/m2） 

 （2）杭の軸方向押込み力の制限値（永続作用支配状況及び変動作用支配状況）
　　Rd=0.72（Ry－Ws）＋Ws－W（kN）
 ここに、Ry ： 地盤から決まる杭の降伏支持力の特性値（kN）
    Ry=0.65Ru

  Ws ： 杭で置き換えられる部分の土の有効重量（kN）
  W  ： 杭及び杭内部の土の有効重量（kN）
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砂層地盤に築造された拡大球根部から、下図に示

す位置から試料を採取して、モルタル配合推定試

験をおこなった結果は表2のとおりです。

拡大球根部30～40％が砂分構成されています。
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上図は杭の鉛直載荷試験における杭先端荷重度

と杭先端沈下率の関係を例示した図であります。

杭先端部の平均N値から支持力式における杭先端

支持力係数αを250とした場合で、N=30～60時

の杭先端地盤設計極限荷重度（250N  kN/m2）

を一点鎖線で示しておりますが、両図に示すよう

に鉛直載荷試験の結果は杭先端支持力係数250

を上廻っており、杭先端拡大球根が確実に支持機

能を発揮していることが明瞭であります。
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